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令和元年度第 ２回 青梅市障害者 地域 自立支援協議 会会 議録  

 

開催日時  令和元年９月３０日（月）午後２時００分～午後４時００分 

場   所  青 梅市 役所２階２０ ２ ･２０３会議室  
出席委員  吉 川会 長、石井委 員、葛 西委員、朝 長委員 、古久保委 員、大

沼委員、加 藤委員 、白井委員、永谷委員、滝瀬委 員、泉 委員、

及川委員、山 﨑（ 二）委員、遠藤委員 
欠席委員  尾 澤副 会長、山﨑（克）委員、渡邊委員 、恩 田委員、大栗委員  
傍 聴 者 ０名  
 
議   事  １  開 会    

２  あいさつ  
３  協議事項  
(1) 第５期障 害者 計画素案につ いて  

(2) ヘルプカ ード の更新につい て  

(3) その他  

４  報告事項  

(1) 東京都障 害者 自立支援協議 会出 席報告  

(2) 市内にお ける 虐待通報等の 状況 および対応に つい て  

(3）専門部会 から の報告  

・日中活動・ 就労 支援部会  

・相談支援部 会  

・権利擁護・ 差別 解消部会  

資料一覧  計 画の 体系の見直し 案（ 資料１）  

青梅市障害者 計画 素案  
令和元年度地 域自 立支援協議会 交流 会（資料３）  
青梅市障害者 計画 検討委員会委 員名 簿（資料２－ ３）  
市 内 に お け る 虐 待 通 報 等 の 状 況 お よ び 対 応 に つ い て （ 資 料

４）  
 

（ 1）第５期障害 者計画素案に つい て  

資料について 説明  

（主 な 質疑 、意 見 等）  

・Ｐ 12 について、全国的な傾 向を 比べると、青 梅市 は知的の 1 度の

人数が極端に 少な い。この背景 には どんなことが ある のか。割合的
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に軽度、４度 の人 が多い。  

・軽度の人が 多い ということは 、就 労に向けた支 援に 力を入れてい か

ないといけな い。重度の人が少 ない からといって 重度 の人に対する

支援がゼロで あっ てよいという こと にはならない 。  

・重度重 複の場合 、身体障害者手 帳 で１級を持っ てい ると、愛の手帳

は取ら なくて もい いと昔 は言わ れて いた。 18 歳を越 える頃 になっ

て、事 情が変 わり 、 20 歳頃 に愛の 手帳を 取った 。若 いお母 さんの

中では、身体障害 者手帳があれ ばと 思っている人 も多 いので、両方

必要であると 周知 していかなけ れば ならない。  

・相談支援 の中で 、手帳の 取得につ いて、意 識的な面 でも周知して い

かなければな らな い。  

・精神障害だけ で なく、知的障害 者 の方も、肩書き で はなく人が大 切。

役所に人が育 たな いのは、入れ 替わ りがあるから 。そ こをどうして

いくかが、ま さに 相談支援体制 の充 実において大 切で ある。異動は

仕方ないが、あら かじめ異動が ある ものだと分か って もらうなど考

えていかなけ れば ならない。人 が変 わっても同じ 支援 が受けられま

すと、説明が 必要 である。  

・切れ目のな い支 援体制と言わ れて いてＰ 37 にレス パイトの環境 を

整えるとか、施設 の充実を図る 、基 幹相談支援セ ンタ ーの設置につ

いて検討する とあ るが、いつま でと いうような期 間の 設定はないの

か。  

・ 30 年３月に作 成した第５期 障害 福祉計画にお いて 整備目標を記 載

しており、国 でも 、 32 年度末まで に 整備するとし てい る。  

（事 務 局）レスパ イトの環境整 備に ついては 、何年度 と決めたもの

はない。障害 福祉 計画でも年度 を明 記していない 。こ れは 3 か年の

計画で 30 年度か ら 32 年度の計画 期間で、 32 年度末にあるべき 姿

を目標として いる 。今回の障害 者計 画は令和２年 度か ら５年度まで

の計画なので 、す でに初年度で 整備 されているべ きで あるが、計画

の中では年度 を設 定していない 。  

・色々な自立 支援 協議会に参加 して いるが、どう して もこういう文 章

になってくる と思 う。国の 施策の中 で基幹相談支 援セ ンターもそう

であると思う が、市として大き な目 玉として、これだ けはなんとか

作り上げよう とい うものがあれ ば、より具体的に 、い つまでという

記載があると 良い と思う。  

・Ｐ 36 障害者差 別の解消とア クセ シビリティの 向上 とあるが、定 着
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した言葉では ない ので、注釈を つけ た方が良いの では 。  

（事 務 局 ）現計画でも必要なも のに 注釈を載せて いる ので、今 回も加

えていきたい 。  

・Ｐ 30 主要な課 題ということ で、 調査結果が出 てい るが、近所付 き

合いと防災の 調査 結果が載って いな い。これを課題と するなら、調

査結果を本文 に載 せるべきでは ない か。地域と のつな がりのない人

が５割、付き合い たい人が１割 なら ば、その障害種別 はどうなって

いるのか気に なる 。アプローチが変 わってくる。障害 を隠したいか

ら付き合いを しな いという場合 と、道路が悪いか ら出 ていけないと

いうのは、全 く違 う。そこをし っか り考えないと 、共 に支え合って

いくこ とが必 要で すとい う文言 が、 絵に描 いた餅 にな ってし まう 。

快適なまちづ くり の推進のとこ ろも 同様で、避 難行動 要支援者名簿

の同意が１割 の障 害種別が分か ると 、どういう アプロ ーチが必要か

見えてくる。 本文 にもう少し詳 しい 情報を載せた 方が 良い。  

（事 務 局） 10 月２日開催の障 害者 計画検討委員 会で は、自立支援 協

議 会 で い た だ い た 意 見 を 参 考 に し て 修 正 し た 素 案 に つ い て 検 討 い

ただく。  

 

（ 2）ヘルプカー ドの更新につ いて  

現在青梅市 で配布 しているヘ ルプカ ードについ て、ヘ ルプマーク

を入れた２ 種のヘ ルプカード は、必 要な支援の シール を貼るなど し

てストラッ プで首 から下げる タイプ である。平成 25 年度に８千 部

作成した。 市民全 体への認知 を上げ るためにも 今後も 工夫してい か

なければなら ない が、協議会の 意見 をいただきた い。  

（主 な 意見 、質 疑 等）  

・増刷するの で、今までと変え た方 が良いことが あれ ば教えて欲し い

ということで ある 。ここに 書いてあ る内容とかそ もそ もストラップ

型で良いのか など 。  

・健常者 がこれを つけて、座席に 座 ってしまうと か、悪用されるこ と

はないのか。  

・個人情報を 載せ るので、悪用 され ないかなどの 意見 もある。  

・優先席 に座るよ うなことは許 容範 囲。一番困るの は 、落として個人

情報を悪用さ れる ことである。  

・震災時 の連絡方 法などが載せ られ ていると良い と思 うが、基本的 な

ところは押さ えら れているかと 思う 。  
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・サポートセン タ ーの利用者さ んに 伺うと、首掛けは いいが、スタッ

フが中身を確 認し てほしいと言 われ た時に、しっか り していて硬く

て開けにくい 。麻 痺がある方な どに は開けにくい 。中 をお読みくだ

さいとか、困 って いるときは見 てく ださいという よう に、表面に書

いてあれば良 いと 思う。個人情報 が 無いので落と した 時に安心とい

う声が ある 。ヘ ル プマー クを 玉川 上 水まで もら いに い くのは 大変 。

青梅市でマー クも 考えていただ ける と良い。  

・都バス の青梅車 庫でも配布し てい る。在庫を確 認し てから来てく だ

さいとのこと であ った。東京都 で配 布している。  

・ヘルプ カードは 東京都が発案 して 、全国統一の マー クとなってい る。

青梅市は都バ スが 走っているの で、都バスの車庫 、基 本的には多摩

都市モノレー ルの 駅、地下鉄の 定期 券発見場で配 布し ている。  

・あまり色々 形を 変えてしまう と、 同じ物と思っ ても らえない。  

・意思表示さ れや すい物にして いけ ればと考える 。  

・表面に 、中を見 てくださいと 書い ておくのはと ても 重要だと思う 。

これを見てく れる 人は漢字が読 める 前提であるが、立 川くらいまで

行くと外国人 の方 も多いので、 ふり がながあって もよ いのでは。  

・シール形式に し たのは、色々な 人 が一律にはで きな いということで

シールを貼る よう に作った物だ った 。  

・ 災害時は、薬情 報が重要。  

・絵柄の丸は 、当 時、自立支 援協議 会でお助けマ ンを 養成していた 。

養成が、自立 支援 協議会から社 会福 祉協議会に移 って いるが、今は

止まっていて 、サ ポーターは増 えて いない。いっ たん 別のものにし

ても良いので は。  

・ 障害者団体の意 見も聞いた方 が良 いのでは。  

・ 実際使っている 人が使いやす いか どうかきいて みた い。  

・ 精神の人はあま り持たないか 。身 体の人は使う 。知 的はどうか。  

・トラブルに 巻き 込まれた時に 、あ あ、こうい う子だ と分かっても ら

えるかも。  

・私の施設でも 、過去何回かこ のカ ードを持って いて 、とても助 かっ

たと聞い た。駅 ま で動けな くなっ た 時に、こ のカー ド を指し示 し、

出してもらっ て、ああ、こうなんだ ねと分かって もら えた。ここ数

年で何例かあ る。持っているこ とで トラブルがあ った とか、問題が

あったという 話は 全くない。持っ て いることで騙 され た、という事

例があったら 教え ていただきた い。  
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（事 務 局 ）市役所の窓口では悪 用さ れたという情 報は 入っていない 。

散歩の途中で 倒れ て、これのおかげ で連絡がつい たと いう話は伺っ

た。  

（事 務 局） 今のと ころ、悪用事 例は 聞いたことは ない 。  

（ 事 務 局 ） 基 本 的 に 青 梅 は ガ ラ リ と 違 う も の に 変 え る と い う こ と で

はなく、このよう な情報が載せ られ るカードの形 で新 たに作成して

いくというこ とで 、 3 部会で協力し 作っていきた い。  

 

４  報告事項  

(1) 東京都障 害者 自立支援協議 会出 席報告  

９月２日開催 の「 令和元年度地 域自 立支援協議会 交流 会」について

報告。来年度も同 時期に開催さ れる ようなので、委員 の皆様に参加 を

いただくよう 調整 をさせていた だき たきたい。  

（主 な 意見 、質 疑 等）  

・ どんなことが青 梅市にとって 参考 になったか。  

（事 務 局）他市で は、これから当 事 者部会を作り たい 、参考に話を聞

きたい、な どの話 題があった 。青梅 市では、部 会にそ れぞれ当事 者

方が入られ ていて 活発な御意 見を頂 いていると 伝えた 。当事者の 方

が参加してい ない ところがかな りあ った。  

当事者委員 がいな いところが あり、 どうやって 推薦し てもらうの

かというこ とが話 題になった 。青梅 市は三障害 の方が 入っている の

で、取り組み が出 来ていると思 った 。  

・次第のところに 、何を協 議してほ しいかを箇条 書き でも書いて出 し

てもらえる と、障 害のある委 員にも 優しい議事 次第に なると思う の

で、協議内容 と、 ふりがなつき の次 第をよろしく お願 いしたい。  

 

(2) 市内にお ける 虐待通報等の 状況 および対応に つい て  

 資料４につ いて 、６、７、８ 月の ３か月の間に あっ た虐待通報に つ

いて掲載した 。６ 月が２件、７月が １件、８月 が３件 であった。この

中で、他市からの 情報で、施設に入 所している方 につ いての虐待の 通

報が３件ほど あっ た。現在、他市と 一緒に施設へ の状 況確認をして い

るところであ る。  

（主 な 意見 、質 疑 等）  

・この月に多かっ たら、来年のこ の 月に何か対策 をし ないのか。８月

は暑いからだ とか 、４月はイベ ント が多いから気 にな らないのか。  
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（事 務 局）過去のことを通報さ れる 場合もあるの で、通報の多い月 に、

虐待の事実が 多い ということに はな らない。  

・結果的にこの月 が多いならば 、集 中して内部調 査等 できるとよい の

では。  

・通報件数は分 か るが、こ の通報の うち、ど れが虐待 認定されて 、ど

れ が 認 定 さ れ て い な か っ た の か と い う こ と と 、 認 定 さ れ た も の は ど

のように対応 され たのか、を口頭報 告だけではな く、資料に出して ほ

しい。他市か らの 情報というの は、 この５、６、 ７月 のどれか。  

（事 務 局） ６月が １件、７月が １件 、８月が１件 であ る。  

・報告は、通 報が 何件で、認定され たものが何件、継 続して対応中 が

何件というよ うに わかるような 報告 書としていた だき たい。  

 

(3）専門部会 から の報告  

・日中活動・ 就労 支援部会  

・企業見学会 と放 課後等デイサ ービ ス事業所連絡 協議 会の２つの柱 で

部会が動い ている 。この会議 の後、 部会を開催 し、検 討する。も う

１点、昨年 度から 積み残しと して残 っている医 療的ケ ア児の協議 の

場について は、本 部会だけで はなく 、横断的に 相談支 援部会との 連

携をして、今 後方 向性を検討し てい きたい。  

（主 な 意見 、質 疑 等）  

・企業見学会 は非 常に良い取組 であ ると思う。以前 の 作品展示会の よ

うに、自立 支援協 議会から離 れて、 実行委員会 形式の ように、独 立

する動きはあ るの か。  

（事 務 局）どこが 主体となって 行う か。学校見学 と合 わせて実施し て

いるのは一 つの目 玉であると 思う。 今後協議し ていけ ればよいが 、

市町村を横 断して 行っている ので、 青梅市が一 つの目 玉として持 っ

ているという のも よいと思う。  

・軽度知的障 害者 が多いところ から も、広げるため の アイデアがも う

一つあれば と思う 。放デイの 方は、 プレジョブ などを 試行してい く

などの話は あるの か。小さい うちか ら、お仕事 体験な どをして、 将

来の自分の イメー ジを少しず つ高め ていくとい うのが 出てきてい る。

実際に取り組 むに は、丁寧な仕 組み づくりが必要 かと 思う。  

 

・相談支援部 会  

 ６月２６日 （水 ）  ごちゃふ わコ ンサートにつ いて 、事例検討  
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７月１９日（ 金）  モニタリン グ期 間について、 事例 検討  

８月１６日（ 金）  情報共有、 事例 検討  

 

・差別解消・ 権利 擁護部会  

アンケ ート 結果 を 踏まえ て、 集計 結 果の中 で、 差別 解 消条例 を青

梅市として どのよ うにしてい くかと いう活動内 容であ る。アンケ ー

トの中で、条例が 必要であると いう 方が 38％で、必要 ないという方

もいるが、 必要な いという方 の意見 で、あって もなく ても変わら な

いという御意 見が 出ていた。必要で あるとの意見 が３ 割強あるため 、

部会として は、ア ンケート結 果を踏 まえながら 、東京 都で条例が 施

行されてい るとい うことで、 それを 大きく逸脱 した条 例にはでき な

いということ も話 し合った。  

差別解消法 ができ たことすら 知らな い人もいる ので、 青梅市の条

例を制定す ること で多くの人 に知っ てもらう必 要があ るのではな い

か。また、 条例は もう少し分 かりや すい言葉が よいの ではないか 。

青梅市なら ではの 部分をどの ように 盛り込んで いけば よいかとい う

話が出た。 合理的 配慮が分か りにく い。分かり にくい ものをどう や

って条例の 中で伝 えていくの か。部 会としての 結論は 、条例は作 り

ますという方 向で いきたいとい うこ とになった。  

ただし、本 会の皆 さんの意見 を確認 して進めて いきた いというこ

とになった 。条例 を作る場合 、マン ガのストー リー仕 立てで表記 す

る、条例が できた 後に、点字 ブロッ クの上に物 を置い てはいけな い

というよう な合理 的配慮につ いて、 具体的な生 活の中 でできる配 慮

を学生や子 供達に も分かるよ うな冊 子やガイド ブック で青梅市ら し

い部分を作る のに よいのではな いか と話が出た。  

（主 な 意見 、質 疑 等）  

・ マンガというの は非常に良い が、 著作権はどう なる のか。  

（事 務 局）漫画家 さんに書いて もら うのが一番目 に入 りやすいと思 う

が、著作権 の問題 などもある ので、 手作りにと いう方 向になるの で

は。  

・都の条例が国の 法律を上回っ てい るのは、合理的配 慮を全ての事 業

者の義務と したと いうのが、 非常に 大きな特徴 である 。市町で条 例

を作る時に は、都 の条例を下 回るも のは作れな い。都 が義務だと 言

っているも のを、 市が努力義 務だと は言えない 。市が 作るならば 、

都を上回っ たもの を作るべき 。同じ なら作らな くてよ い。そのあ た
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りも含めて 本気で 作るなら都 を上回 るものを作 らない と意味がな い。

最近では、立 川市 も明石市のも のを 参考に作って いる 。  

（事 務 局）経過と しては、八 王子市 が先行して策 定し た。東京都 はオ

リンピック 、パラ リンピック を見据 えて策定し た。 9 月に日野市 が

議会にかけ た。東 京都の傘下 である 青梅市が、 絶対に 作らなけれ ば

ならないと いうも のではない が、市 議会等の対 応でも 、今年度、 作

るか作らな いかの 結論を出す ことと している。 自立支 援協議会や 、

当事者等の 意見を 頂きながら 、今年 度は条例が 必要か 否かの結論 を

出していこう とい うことである。結 論が出れば、市 が 策定するので、

別途検討委 員会を 立ち上げて 作って いくことと なる。 意見を伺う 場

として、差別 解消 ・権利擁護部 会が 重要な場とと らえ ている。  

・次回の協議会の 議題として、条例 について議題 とし ていただきた い。

アンケート結 果を いただきたい。手 続について、明 文 化したもので、

どこが所掌 するの か分かりや すくし ていただき たい。 市としてど の

程度のもの をとい う思惑があ るので あれば示し ていた だきたい。 参

考として、 一言、 条例の必要 性の有 無について 発言し ていただき た

い。  

必要である（ ９人 ）  

・子どものう ちか ら、分かるも のを 。  

・障害のある 人も ない人もとい う理 念が伝わるも のを 。  

・ 健 常 者 に も 知 っ て も ら う と と も に 、 障 害 者 の 義 務 も 盛 り 込 む べ き 。 

・市としてど うあ るべきかを記 す。  

・都の条例を 超え る義務が増え るが 、分かりやす いも のがよい。  

・自分のまち の条 例だからより 分か りやすい。  

・東京都民と いう より、青梅市 民と いう方がしっ くり くる。  

・成功事例と して 。  

・ 人としてあたり まえのことと 考え 、自立にもつ なが るから。  

どちらともい えな い（２人）  

・分からない 。  

・何とも言え ない 。  

 

 

７  その他  

（ 1）その他  

   特になし  
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（ 2）次回委員会 の開催につい て  

  第３回青 梅市 障害者地域自 立支 援協議会  

  令和元年 １２ 月６日（金） 午後 ２時～午後４ 時  

  青梅市役 所２ 階  ２０５・ ２０ ６会議室  

以  上   
 


